河口湖　「シャガール展」　版画に綴る巨匠の心象風景
　「マルク・シャガール」（1887～1985）は、ユダヤ系の画家で革命と二度の世界大戦争に揺れた20世紀を象徴する巨匠で、独特の色彩の作品を残している。

　６月には、日本橋高島屋店で“愛をめぐる追想”をタイトルとした本邦未公開の「シャガール展覧会」が開催されたが、今回の「河口湖美術館」のテーマは“版画に綴る巨匠の心象風景”で、版画作家としてのシャガールの「266点」もの作品が展示されている。
　巨匠が版画の技法を身につけたのは30歳代後半になってからであるが、創作意欲を維持して「油彩画」はもちろんのこと、制作した「版画」作品の数は、「2000点」余が遺されているため、“幻想の画家”色彩の詩人”などと言われている。

　

　今回の「シャガール展」は、60歳代以降の人生の円熟にかけて世に贈られた、「アラビアンナイトからの四つの物語」「聖書」「悪童たち」「ダニフスとクロエ」「出エジプト記」「サーカス」「オデッセイ」のシリーズ版画で構成されている。
　ポスターに使われている作品は「ダフニスとクロエ」より　ニンフたちの洞窟1961年作のリトグラフで、画面全体が青色に彩色された独特な作品で、巨匠の真骨頂が発揮された最高傑作であるといわれている。
　この「ダフニスとクロエ」は、紀元２～3世紀にギリシャの小説家「ロンゴス」が、エーゲ海に浮かぶ風光明媚なレスボス島を舞台にした純愛小説である。

この島の森で山羊飼に育てられていた美少年「ダフニス」と美少女「クロエ」が数々の試練や困難に立ち向かい、最後はめでたく結ばれるという話である。
ヨーロッパ文化の真髄というべきギリシャ文学のこの作品は、数々の画家が題材として取り上げており、「シャガール」もその一人であったとされている。
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